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20252025年1010月 5日(日）11:00～16:00(日）11:00～16:00　（終了後、祭り見物）　（終了後、祭り見物）

会場：富田地区会館（愛知県名古屋市中川区戸田４丁目２５０２）会場：富田地区会館（愛知県名古屋市中川区戸田４丁目２５０２）

プログラム

 本プロジェクトは、⽇本の伝統的な祭り（祭礼）を通して
持続可能な社会づくりや SDGs について学ぶワークショップ・
シリーズです。ワークショップでは、祭りに登場する⽣物（植
物・動物・儀礼⾷など）をとりあげて、⼈と⾃然との共⽣の
知恵を学びます。また同時に、近代化とともに変化した⾃然
環境や、そのことによって引き起こされる新たな課題を学ぶ
ことで、伝統知と未来社会との結節点を探り、課題解決の担
い⼿を育てます。
 今回は、愛知県名古屋市の「⼾⽥祭り」が舞台です。⼾⽥
祭の魅⼒を発掘しながら、⼾⽥祭りと地域資源について学び
考えます。今回は、中部 ESD 拠点協議会が主催する「中部サ
ステナ政策塾」との特別コラボレーション企画として開催致
します。中部サステナ政策塾は、ユースを対象とする持続可
能な地域づくりの担い⼿を育成する塾で、今年度は「サステ
ナブル観光」をテーマに講座を進めています。

参加申込み

参加費

参加費：⼤⼈ 500 円、中⾼⽣ 200 円、
 ⼩学⽣以下無料 （教材費、茶菓⼦込み）
募集⼈数：20 名程度
申込締切：2025 年 10 ⽉ 1 ⽇（⽔）

『まつりと稲作を支えた
戸田の環境と経済』

日本の祭りとSDGs日本の祭りとSDGs日本の祭りとSDGs

開催趣旨

Matsuri & SDGs

中部 ESD拠点（RCE Chubu）は、持続可能な
開発目標（SDGs）を支援しています。

※⼩・中・⾼校⽣も⼤歓迎

WEB サイトは
「中部 ESD 拠点
協議会」で検索！

QR コードからお申込みください。
https://forms.gle/o3kaeFhS4KaR58eB9

11:00　趣旨説明
　古澤 礼太 氏（中部 ESD 拠点事務局長、中部大学教授）
11:15　話題提供①：『山車とからくり人形の魅力！』
　話題提供者：溝口 正成 氏（からくり人形研究者）
　話題提供者：石田 芳弘 氏（中部大学フェロー）
11:45　解説：『戸田の魅力を見つけよう！』
　話者：中部サステナ政策塾 第 10 期塾生

12:00　祭り見学「サステナブルな魅力発掘」
　（出店等で昼食休憩含む）

13:30　話題提供②：『木曽三川下流域の米づくり』
　話題提供者：諸戸 靖 氏（郷土史家、元 輪中の郷 館長）
14:00　『サステナブルな魅力発掘ワークショップ』
15:00　交流会
16:00　講座終了（終了後、祭り見物）

「富田地区会館」にお越し頂く
際は、公共交通機関をお勧め致
します。
駐車場には限りがあり、祭り会
場周辺は混雑が予想されるた
め、駐車の困難が予想されます。
また、富田地区会館前の道路工
事の予定があり、道も細いため
に入りにくいという連絡を受け
ております。

■近鉄【戸田駅】
下車徒歩 10分（最寄り駅）

■地下鉄・名鉄・ＪＲ線【金山駅】
市バス 5番のりば
市バス金山 22系統戸田ルート
終点「戸田」下車　徒歩 5分
市バス時刻表「金山 22系統」

■ＪＲ線【春田駅】
市バス 1番のりば
市バス富田巡回戸田行き
「戸田 3丁目」下車　徒歩 5分
市バス時刻表「戸田巡回」

会場へのアクセスについて

第１部

第２部

第３部

出典 :https://www.dashi-aichi.jp/festivals/detail/7/

（同時開催：中部サステナ政策塾第10期『名古屋市「戸田まつり」で考えるSDGsと観光！』）（同時開催：中部サステナ政策塾第10期『名古屋市「戸田まつり」で考えるSDGsと観光！』）


